
使徒 1

"テオピロよ。私は前の書で、イエスが行い始め、教え始められたすべてのことについて

書き、お選びになった使徒たちに聖霊によって命じてから、天に上げられた日のことに

まで及びました。"

使徒の働き 1 章 1～2 節

"私も、すべてのことを初めから綿密に調べておりますから、あなたのために、順序を立

てて書いて差し上げるのがよいと思います。尊敬するテオピロ殿。

それによって、すでに教えを受けられた事がらが正確な事実であることを、よくわかっ

ていただきたいと存じます。"

ルカの福音書 1章 3～4 節

"イエスは苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現れて、神の国のことを語り、数多く

の確かな証拠をもって、ご自分が生きていることを使徒たちに示された。"

使徒の働き 1 章 3 節

"その後、キリストは五百人以上の兄弟たちに同時に現れました。その中の大多数の者は

今なお生き残っていますが、すでに眠った者もいくらかいます。"

コリント人への手紙 第一 15 章 6 節

"彼らといっしょにいるとき、イエスは彼らにこう命じられた。「エルサレムを離れない

で、わたしから聞いた父の約束を待ちなさい。

ヨハネは水でバプテスマを授けたが、もう間もなく、あなたがたは聖霊のバプテスマを

受けるからです。」"

使徒の働き 1 章 4～5 節

"私は、あなたがたが悔い改めるために、水のバプテスマを授けていますが、私のあとか

ら来られる方は、私よりもさらに力のある方です。私はその方のはきものを脱がせてあ

げる値うちもありません。その方は、あなたがたに聖霊と火とのバプテスマをお授けに

なります。"

マタイの福音書 3 章 11 節

"しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして、

エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となりま

す。」"

使徒の働き 1 章 8 節

"こう言ってから、イエスは彼らが見ている間に上げられ、雲に包まれて、見えなくなら

れた。"

使徒の働き 1 章 9 節

"それから、イエスは彼らにこう言われた。「全世界に出て行き、すべての造られた者に、

福音を宣べ伝えなさい。

信じてバプテスマを受ける者は、救われます。しかし、信じない者は罪に定められます。



信じる人々には次のようなしるしが伴います。すなわち、わたしの名によって悪霊を追

い出し、新しいことばを語り、

蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも決して害を受けず、また、病人に手を置けば病人は

いやされます。」

主イエスは、彼らにこう話されて後、天に上げられて神の右の座に着かれた。

そこで、彼らは出て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、みこ

とばに伴うしるしをもって、みことばを確かなものとされた。"

マルコの福音書 16 章 15～20 節

"そこで、イエスは、聖書を悟らせるために彼らの心を開いて、

こう言われた。「次のように書いてあります。キリストは苦しみを受け、三日目に死人

の中からよみがえり、

その名によって、罪の赦しを得させる悔い改めが、エルサレムから始まってあらゆる国

の人々に宣べ伝えられる。

あなたがたは、これらのことの証人です。

さあ、わたしは、わたしの父の約束してくださったものをあなたがたに送ります。あな

たがたは、いと高き所から力を着せられるまでは、都にとどまっていなさい。」"

ルカの福音書 24 章 45～49 節

"イエスが上って行かれるとき、弟子たちは天を見つめていた。すると、見よ、白い衣を

着た人がふたり、彼らのそばに立っていた。

そして、こう言った。「ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立っているのですか。あ

なたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが

見たときと同じ有様で、またおいでになります。」"

使徒の働き 1 章 10～11 節

"そこで、彼らはオリーブという山からエルサレムに帰った。この山はエルサレムの近く

にあって、安息日の道のりほどの距離であった。"

使徒の働き 1 章 12 節

"主が出て来られる。決戦の日に戦うように、それらの国々と戦われる。

その日、主の足は、エルサレムの東に面するオリーブ山の上に立つ。オリーブ山は、そ

の真ん中で二つに裂け、東西に延びる非常に大きな谷ができる。山の半分は北へ移り、

他の半分は南へ移る。

山々の谷がアツァルにまで達するので、あなたがたは、わたしの山々の谷に逃げよう。

ユダの王ウジヤの時、地震を避けて逃げたように、あなたがたは逃げよう。私の神、主

が来られる。すべての聖徒たちも主とともに来る。

その日には、光も、寒さも、霜もなくなる。

これはただ一つの日であって、これは主に知られている。昼も夜もない。夕暮れ時に、

光がある。

その日には、エルサレムから湧き水が流れ出て、その半分は東の海に、他の半分は西の

海に流れ、夏にも冬にも、それは流れる。

主は地のすべての王となられる。その日には、主はただひとり、御名もただ一つとなる。

ゼカリヤ書 14 章 3～9 節



"彼らは町に入ると、泊まっている屋上の間に上がった。この人々は、ペテロとヨハネと

ヤコブとアンデレ、ピリポとトマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱

心党員シモンとヤコブの子ユダであった。

この人たちは、婦人たちやイエスの母マリヤ、およびイエスの兄弟たちとともに、みな

心を合わせ、祈りに専念していた。

そのころ、百二十名ほどの兄弟たちが集まっていたが、ペテロはその中に立ってこう言

った。"

使徒の働き 1 章 13～15 節

"「兄弟たち。イエスを捕らえた者どもの手引きをしたユダについて、聖霊がダビデの口

を通して預言された聖書のことばは、成就しなければならなかったのです。

ユダは私たちの仲間として数えられており、この務めを受けていました。"

使徒の働き 1 章 16～17 節

"実は詩篇には、こう書いてあるのです。『彼の住まいは荒れ果てよ、そこには住む者が

いなくなれ。』また、『その職は、ほかの人に取らせよ。』

ですから、主イエスが私たちといっしょに生活された間、

すなわち、ヨハネのバプテスマから始まって、私たちを離れて天に上げられた日までの

間、いつも私たちと行動をともにした者の中から、だれかひとりが、私たちとともにイ

エスの復活の証人とならなければなりません。」"

使徒の働き 1 章 20～22 節

"初めからあったもの、私たちが聞いたもの、目で見たもの、じっと見、また手でさわっ

たもの、すなわち、いのちのことばについて、

－－このいのちが現れ、私たちはそれを見たので、そのあかしをし、あなたがたにこの

永遠のいのちを伝えます。すなわち、御父とともにあって、私たちに現された永遠のい

のちです。－－

私たちの見たこと、聞いたことを、あなたがたにも伝えるのは、あなたがたも私たちと

交わりを持つようになるためです。私たちの交わりとは、御父および御子イエス・キリ

ストとの交わりです。"

ヨハネの手紙 第一 1 章 1～3節

"そこで、彼らは、バルサバと呼ばれ別名をユストというヨセフと、マッテヤとのふたり

を立てた。

そして、こう祈った。「すべての人の心を知っておられる主よ。

この務めと使徒職の地位を継がせるために、このふたりのうちのどちらをお選びになる

か、お示しください。ユダは自分のところへ行くために脱落して行きましたから。」

そしてふたりのためにくじを引くと、くじはマッテヤに当たったので、彼は十一人の使

徒たちに加えられた。"

使徒の働き 1 章 23～26 節


